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7.8.� ⴠ葉㝖ཤࢀࡉた森林ෆにࡅ࠾る✵間線㔞⋡の⥅⥆モࢽタリンࢢ 

 

（㸯）┠的 

� 福島┴㒆山ᕷෆの森林ෆにて、2011 年 9～10 月に林ᗋのⴠ葉・ⴠᯞ・ୗⲡの㝖ཤにࡼる

㝖ᰁᐇドヨ㦂ࢀࢃ⾜ࡀた（林野ᗇ、2011）。ᮏ⥅⥆モࢽタリンࢢでは、ࡇのᐇドヨ㦂後の森

林ෆにࡅ࠾るᆅୖ㧗 1m の✵間線㔞⋡の経᫬変化を㏣㊧している。ᐇドヨ㦂は森林タイࣉ

（ᖖ⥳㔪葉ᶞ林ࡧࡼ࠾ⴠ葉ᗈ葉ᶞ林）ごとにᐇ᪋ࡑ、ࢀࡉの後、ࢀࡒࢀࡑの森林に࠾いて林

ෆ✵間線㔞⋡の測定を⥅⥆し、10 年┠とࡗ࡞た。ࡇのㄪᰝの┠的は、森林タイࣉにࡼる✵

間線㔞⋡の推⛣の違い（✵間線㔞⋡のపῶ㏿度の違い）をᤊ࠼るࡇとで࠶る。௒年度は 7 月

と 12 月に、森林ෆにࡅ࠾るᅛ定ㄪᰝᆅⅬ（定Ⅼ）ཬࡧ㝖ཤࢵࣟࣉトにࡅ࠾る✵間線㔞⋡測

定を⾜ࡗたので、ࡑの結果をሗ࿌する。 

 

（㸰）ヨ㦂ᆅとㄪᰝのᴫἣ 

⥅⥆モࢽタリンࢢㄪᰝは、福島┴㒆山ᕷに࠶る福島┴林ᴗ研究センターከ⏣野ヨ㦂林

（37°23’N  140°15’E）ෆのᖖ⥳㔪葉ᶞ林とⴠ葉ᗈ葉ᶞ林でᐇ᪋した。ࡇのヨ㦂林はᶆ㧗 360 

～420 m のୣ㝠ᆅᖏに఩⨨してࡾ࠾（図 ࠿ⴠ葉ᗈ葉ᶞ林ࡧࡼ࠾ノキேᕤ林ࣄ・ギࢫ、（1-.7.8

ΰᅾしてࡀマツとᗈ葉ᶞ࢝ては、アࡅ࠿たヨ㦂林ෆのᩳ㠃の୰～ᑿ᰿㒊にࡲ。ているࡗ࡞ࡽ

いる。ヨ㦂ᆅࡽ࠿東に⣙ 10 km 㞳ࢀた福島┴林ᴗ研究センターで測定ࢀࡉた年ᖹᆒẼ は

12.0°C、年㝆Ỉ㔞は 1,089 mm でࡗ࠶た（福島┴林ᴗ研究センター、2019）。࠾࡞、⯟✵ᶵモ

の結果では、2011ࢢタリンࢽ 年 8 月᫬Ⅼにࡅ࠾るࡇのᆅᇦの✵間線㔞⋡は 0.5～1.0 μSv/h、

Cs-134 ཬࡧ Cs-137 のྜ計ỿ╔㔞は 100～300 kBq/m2 でࡗ࠶た（文㒊⛉Ꮫ┬、2011）。 

図 7.8.-1�ከ⏣野ヨ㦂林ཬࡧㄪᰝࢵࣟࣉトの఩⨨�

図୰のڧはⴠ葉・ୗⲡ㝖ཤを⾜ࡗたࢵࣟࣉトを、ەは✵間線㔞⋡の測定ᆅⅬ�O��㔪葉ᶞ

㝖ཤࢵࣟࣉトの୰ᚰ、V��㔪葉ᶞ↓ฎ⌮ᆅⅬ、J��ᗈ葉ᶞ㝖ཤࢵࣟࣉトの୰ᚰ、M��ᗈ葉

ᶞ↓ฎ⌮ᆅⅬ�を表す。�



111 
 

 
ከ⏣野ヨ㦂林のᵝᏊを図 7.8.-2 に示した（ᐇドヨ㦂๓に᧜ᙳ）。ヨ㦂ࢵࣟࣉトは、ヨ㦂林

ෆのᖖ⥳㔪葉ᶞ林とⴠ葉ᗈ葉ᶞ林ෆの林ᗋにタ定ࢀࡉた。2011 年 9 月～10 月の間に、20 

m×20 m ⠊ᅖの林ᗋのⴠ葉ᒙ（ⴠ葉・ⴠᯞ）とୗᒙ᳜生を㝖ཤする㝖ᰁᐇドヨ㦂ࡀᐇ᪋ࢀࡉ、

㝖ᰁ⟠ᡤにࡅ࠾る✵間線㔞⋡のపῶの⛬度ࢀࡑࡸにᐤ୚する㝖ཤの⠊ᅖࡀ࡝࡞☜ㄆࢀࡉ

（林野ᗇ、2011）、森林にࡅ࠾る放射性≀㉁の㝖ཤ➼に関するᢏ⾡的ᣦ㔪としてබ表ࢀࡉた

（林野ᗇ、2012）。ྛࢵࣟࣉトのᵓ成ᶞ種は、ᖖ⥳㔪葉ᶞ林はࢫギとࣄノキでࡾ࠶、ⴠ葉ᗈ

葉ᶞ林ではコࢼラとࢡࢧラ㢮を୺体にア࢝マツࡀΰ஺する。࠾࡞㔪葉ᶞ林の㝖ཤࢵࣟࣉト

のᩳ㠃ୖ᪉には、ア࢝マツࡀΰ஺するⴠ葉ᗈ葉ᶞ林ࡀศᕸしてࢀࡇ、ࡾ࠾は࿘㎶森林にࡅ࠾

る୺࡞ᵓ成ᶞ種とࡗ࡞ている。 

✵間線㔞⋡の測定には NaI(Tl)シンࢳレーシࣙンࢧー࣋イ࣓ータ（᪥❧ア࣓ࣟ࢝デ࢝࢕ル

〇、TCS-172B）を౑用し、ᩳ㠃ୖのᆅୖ㧗 1m にࡅ࠾る✵間線㔞⋡を測定した。ࡇの㝿、ࢧ

ー࣋イ࣓ータの᫬定数を 10s にタ定し、測定開ጞࡽ࠿ 30～40 ⛊経㐣後（᫬定数の 3 ಸ௨ୖ

の᫬間ࡀ経㐣後）に測定್のㄞࡳ取ࡾを開ጞした。2011 年 10 月 14 ᪥ࡽ࠿ 2012 年 9 月 20

᪥の測定ࡲでは、್のᦂࡂࡽを⪃៖した 1 ᅇㄞࡳ取್ࡾを、ࢀࡑ௨㝆は 10 ⛊௨ୖの間㝸で

3 ᅇㄞࡳ取ࡗた್のᖹᆒ್をゎᯒに౑用した。 

ヨ㦂林ෆでの✵間線㔞⋡測定は、࠿ࡽ࠶じめタ定したᆅⅬ（定Ⅼ）で⾜ࡗた。定Ⅼは㔪葉

ᶞ林とᗈ葉ᶞ林の㝖ཤࢵࣟࣉトෆとྛࢵࣟࣉトの࿘㎶に఩⨨している（図 の定ࡇ。（1-.7.8

Ⅼ測定にࡗࡼてⴠ葉➼の㝖ཤฎ⌮ཬࡧ↓ฎ⌮にࡼる林ෆ✵間線㔞⋡の比㍑を⾜ࡗた。ࡲた、

㝖ཤࢵࣟࣉトを 2 m×2 m の᱁Ꮚに༊ศし、ྛ᱁ᏊⅬୖのᆅୖ㧗 1m にࡅ࠾る✵間線㔞⋡測

定を⾜ࡇ࠺とで、ࢵࣟࣉトෆの線㔞⋡ศᕸを測定した。 

 

（㸱）結果と⪃察 

除去プロット内の空間線量率は、落葉と下草の除去によって、常緑針葉樹林内では除去前の約

7 割（除去前は 0.77 µSv/h、除去後は 0.57 µSv/h）まで、落葉広葉樹林内では約 6 割（除去前は

1.22 µSv/h、除去後は 0.77 µSv/h）まで減少した（林野庁、2011）。その後の定点における空間線量

図 7.8.-2�ከ⏣野ヨ㦂林ෆのᖖ⥳㔪葉ᶞ林（ࢫギ・ࣄノキ林）（ᕥ）ཬࡧⴠ葉ᗈ葉ᶞ林（コ

�ラ➼）（ྑ）のᵝᏊ（㝖ᰁᐇドヨ㦂๓に᧜ᙳ）ࢡࢧ、ラࢼ
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率のモニタリングは 2011 年 10 月より継続して行った。図 7.8.-3 は常緑針葉樹林内および落葉広

葉樹林内における除去プロットの中心地点（それぞれ O 点と J 点）と各プロット周辺に位置する定

点（V 点と M 点）における空間線量率の経時変化である（大谷ら、2013）。森林内の空間線量率は

わずかな変動は見られるが、どの定点においても時間経過にともない減少していく傾向であった。

2012 年 2 月と 12 月にみられる急激な空間線量率の低下は積雪の影響である。2017 年 11 月、

2019 年 11 月や 2020 年 12 月の測定値は、直前の測定値よりもわずかに大きくなっていたが、これ

らは変動の範囲内だと思われる。 

落葉等の除去プロットと無処理箇所の空間線量率を比較すると、モニタリングの開始から 2020

年 12 月まで約 9 年が経過したが、常緑針葉樹林、落葉広葉樹林の各除去プロットにおける空間

線量率は、その周辺の無処理箇所の空間線量率より低い状態が続いているため、落葉や下草の

除去による除染の効果が 9 年経過後の現在も継続しているといえる。除去プロットと無処理箇所の

空間線量率の差は、針葉樹林内、落葉広葉樹林内ともに、除去直後より小さくなってきており、除

去直後は 0.23～0.26 µSv/h の差があったが、現在は 0.04~0.05 µSv/h 程度となっており、最近 3 年

間は変化していなかった。つぎに針葉樹林内と広葉樹林内の空間線量率を比較すると、2015 年

頃までは除去プロット、無処理箇所ともに時間とともにその差が小さくなっていき、2020 年度では森

林タイプによる差は 0.00～0.02 µSv/h となり、ほとんど差は見られなくなった。モニタリング開始時に

は、除去プロット・無処理箇所とも針葉樹林内の空間線量率のほうが落葉広葉樹林内よりも低かっ

たことから、空間線量率の低下速度が常緑針葉樹林で遅く、落葉広葉樹林で速かったことが分か

る。2016 年度以降は、常緑針葉樹林の線量率低下速度は落葉樹林のそれとほぼ同じであった。 

 

図 7.8.-3� 林ᗋのⴠ葉㝖ཤ後の✵間線㔞⋡の経᫬変化 

ᶓ㍈ୗẁは測定᪥、ᶓ㍈ୖẁは 2011 年 1 月 1 ᪥ࡽ࠿の᪥数 
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図 7.8.-4� ᖖ⥳㔪葉ᶞ林ෆとⴠ葉ᗈ葉ᶞ林ෆの✵間線㔞⋡の経᫬変化と放射性セシウムの≀

⌮的༙ῶ期ࡽ࠿推定した✵間線㔞⋡のῶ⾶（ῶ⾶᭤線） 

ῶ⾶᭤線は᭱ึのྛ測定್をᇶに、事故᪥を 2011 年 3 月 15 ᪥、⮬↛放射線㔞⋡を 0.05 µSv/h

として計⟬した。 

 

図 7.8.-4 に、放射性セシウム（Cs-134 と Cs-137）の物理的༙ῶ期ࡽ࠿推定ࢀࡉる✵間線㔞⋡

のῶ⾶（ῶ⾶᭤線）とᐇ測್の経᫬変化を示した。ᶓ㍈の᫬間は原Ꮚຊ発㟁ᡤ事故（2011 年

3 月 15 ᪥とした）ࡽ࠿の経㐣᫬間（年）で表している。ࢀࡒࢀࡑのῶ⾶᭤線は、᭱ึの測

定್をᇶに、⮬↛放射線㔞⋡（ࢢࢡࢵࣂランド್）を 0.05 µSv/h と仮定して、計算したもので

ある。 

常緑針葉樹林内の事故後数年間の空間線量率は、積雪による一時的な低下を除き、減衰曲線

よりも大きな値であることが多かったことからも、線量率の低下速度が遅かったことがわかる。無処
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理箇所では約 3 年経過後までの空間線量率は減衰曲線よりも大きく、4～6 年目では、ほぼ減衰曲

線に沿った変化傾向がみられ、7年目以降は減衰曲線よりも少し低い値で推移していた。除去プロ

ットでは、6 年経過以降、つまり 2017 年度になってから、減衰曲線から推定された空間線量率とほ

ぼ同じ値になっており、この傾向は 2020 年度現在も継続していた。一方、落葉広葉樹林内での空

間線量率の実測値は、減衰曲線より小さいことが多く、無処理箇所では 1 年経過以降、除去プロッ

トにおいても 2.5 年経過以降の線量率が減衰曲線より小さくなっていた。 

常緑針葉樹林内では事故当時、ᶞෙ㒊にࡶ放射性セシウムࡀከࡃỿ╔したため、ࡑの後の

ⴠ葉➼にࡗࡼてࡀࡽࢀࡑ林ᗋに෌౪⤥ࢀࡉたとᛮࡑ、ࢀࢃの結果、林ෆ✵間線㔞⋡のపୗ㏿

度ࡀⴠ葉ᗈ葉ᶞ林ෆࡶࡾࡼ㐜ࡗ࡞ࡃたࡶのと⪃࠼る。ྠᵝのഴྥはᮏ事ᴗにࡅ࠾る௚のᖖ

⥳㔪葉ᶞ林ㄪᰝᆅでࢀࡽࡳࡶている（௒ᮧ2015、ࡽ）。 

 

図 7.8.-5 に、除去プロット（20 m×20 m）を 2 m×2 m 格子に区切り、各格子点上 1m の高さにおい

図 7.8.-5� 㝖ཤࢵࣟࣉトにࡅ࠾る✵間線㔞⋡のศᕸ（┦対್）�

㝖ཤࢵࣟࣉトの᱁ᏊⅬ（2 m×2 m ᱁Ꮚ）での᭱大測定್に対する๭ྜで表示。�
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て測定した空間線量率の分布を、プロット格子点上の最大値に対する割合で図示した（格子点の

最大値は外縁の格子で生じていた）。除去処理直後（2011 年 10 月）は、常緑針葉樹林、落葉広葉

樹林ともに、除去プロット内側の空間線量率はプロット外縁の線量率よりも低くなっていた（相対値

が小さい）。プロットの中心付近の空間線量率が低くなり、プロット外縁に向かって空間線量率が大

きくなる傾向がはっきりしていた。除去処理から約 9 年経過した 2020 年 12 月の空間線量率分布

をみると、針葉樹林では除去プロットの中心に向かって現れていた線量率の低下ははっきりしてい

ない。この傾向は 2015 年春の時点ですでに現れており、かなり早い段階でより空間線量率の低下

を示す領域（緑～青色領域）が狭くなっていたと考えられる。一方、落葉広葉樹林では空間線量率

の低下を示す領域が、常緑針葉樹林に比べて、まだ広く残っていた。このような結果は、上述した

常緑針葉樹林における放射性セシウムの落葉等による林床への再供給によって生じたものと考え

られる。常緑針葉樹林内の除去プロット内では相対値が 0.8~1.0、落葉広葉樹林内では 0.7～0.9

の範囲であり、この傾向もここ数年間変わっていない。 

モࢽタリンࢢㄪᰝを開ጞしたᙜึは、林ᗋのⴠ葉➼を㝖ཤした後に林ෆ✵間線㔞⋡ࡀῶ

ᑡした⟠ᡤに࠾いて、放射性≀㉁の෌⛣ື➼にࡾࡼ✵間線㔞⋡ࡀ෌ࡧቑຍするࡇとをᠱᛕ

していた9、ࡀ 年経㐣した後ࡶ㝖ཤࢵࣟࣉトの林ෆ✵間線㔞⋡は↓ฎ⌮⟠ᡤの✵間線㔞⋡ࡼ

森林ෆの㝖ᰁ᪉ἲとして、事故後、᪩い᫬Ⅼでⴠ、ࡾࡼࢀࡇ。たࢀࡽめ࠿☜ࡀとࡇపいࡶࡾ

葉・ⴠᯞ・ୗⲡを㝖ཤするࡇとは、✵間線㔞⋡を一᫬的に大ࡃࡁపୗࡏࡉるために᭷ຠ࡞᪉

ἲでࡑ、ࡾ࠶のຠ果は᫬間ととࡶにᑠࡗ࡞ࡃࡉてはいࡶࡃのの、10 年⛬度の期間はᣢ⥆す

るࡇとࡀ᫂࠿ࡽとࡗ࡞た。 

� 、とࡇたࡗ࡞ࡃపࡪいࡔࡶࡾࡼ事故直後ࡀ⋠ㄪᰝは、✵間線㔞ࢢタリンࢽᮏ⥅⥆モ、࠾࡞

ῶ⾶㏿度ࡀపୗしたࡇとࡽ࠿ẖ年での大࡞ࡁ変化はぢ࡞ࢀࡽいࡇと、ⴠ葉・ⴠᯞ・ୗⲡの㝖

ཤ（㝖ᰁ）のຠ果とࡑの⥅⥆᫬間ࡀᢕᥱでࡁたࡇとࡽ࠿ᮏ年度をࡗࡶて⤊஢とする。 
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7.9.� Ỉ生生≀の放射性セシウムືែᢕᥱ 

 

（㸯）┠的�  

2011 年 3 月の福島第一原発の事故にࡾࡼ、ྛ種の放射性≀㉁ࡀ㣕ᩓした。放射性セシウ

ムはⴠ葉ᒙཬࡧᅵተ表ᒙに集✚して㛗期間⵳✚ࢀࡉるࡇとࡀᣦ᦬ࢀࡉている。ࡀࡽࢀࡑ῱

ὶ୰にὶࢀ㎸ࡇࡴとにࡗࡼて、῱ὶの生≀にᙳ㡪をཬࡰし、ࡦいてはヤマ࣓ࡸイワࡶ࡝࡞ࢼ

放射性セシウムにởᰁࢀࡉるため、ே間の㣗生άにࡶᙳ㡪ࡀཬࡪ。ᮏㄪᰝでは、῱ὶ୰の୺

せ࡞せ⣲で࠶るỈ生᪻⹸・⸴㢮・リター・シルトにࡘいて、⌧᫬Ⅼでの放射⬟ởᰁのᐇែを

ᢕᥱするࡇとを┠的とした。 

 

（㸰）ㄪᰝ᪉ἲ 

2020 年 6 月、9 月、福島┴ᕝෆᮧෆの 3 ᆅⅬ（ୖᕝෆ：37.38N 140.73E、ୗᕝෆ 1：37.28N 

140.81E、ୗᕝෆ 2：37.27N 140.81E）の῱ὶに࠾いて、⸴㢮・リター・シルトの採集を⾜ࡗ

た。Ỉ生᪻⹸の採集は 2020 年 6 月に⾜ࡗた。⸴㢮は、石の表㠃にࡘいている┠にぢ࠼るవ

ศ࡞᭷ᶵ≀㢮を取ࡾ㝖ࡁ、表㠃を⡆༢に῱ὶỈでὙࡗた後、石にᅛ╔している⸴㢮を採集し、

ᐊෆにて෾結஝⇱の後、放射性セシウム濃度を測定した。リターは、℩に࠶るᒾ➼に引࠿ࡗ

ᐊෆにて஝⇱の後、放射性セシウム濃度を、ࡾᖐࡕているリターを῱ὶỈでὙίしてᣢࡗ࠿

測定した。シルトにࡘいては、℩にᏑᅾする◁♟の◁をᣢࡕᖐࡾ、ᐊෆにて஝⇱の後ࡩるい

にࡅ࠿（㸺2 mm）、放射性セシウム濃度を測定した。測定には、ࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾ

を用い、Cs-134、Cs-137 の放射性≀㉁濃度の測定を⾜ࡗた。測定᫬間は್ࡀᏳ定するࡲで⾜

い、⸴㢮・Ỉ生᪻⹸は᭱大 24 ᫬間、リターとシルトは᭱大 2 ᫬間とした。 

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

ୖᕝෆ・ୗᕝෆ 1・ୗᕝෆ 2 にࡅ࠾るྛヨᩱの Cs-134 ࡧࡼ࠾ Cs-137 の測定結果のᖹᆒ್

を表に示す。 

表 7.9.-1� シルト・リター・⸴㢮・フタࢪࢫモンࣟࢤ࢝ウ・マࢲラࣟࢤ࢝ウにࡅ࠾る Cs-134

ࡧࡼ࠾ Cs-137 のᖹᆒ್ 

  Cs-134（Bq/kg）  Cs-137（Bq/kg） 

  ୖᕝෆ ୗᕝෆ 1 ୗᕝෆ 2  ୖᕝෆ ୗᕝෆ 1 ୗᕝෆ 2 

シルト  4 9 20  69 173 390 

リター  - - -  260 624 880 

⸴㢮  - - -  96 599 381 

フタࢪࢫモンࣟࢤ࢝ウ  - - -  516 229 783 

マࢲラࣟࢤ࢝ウ  - - -  42 131 78 

-：検ฟ㝈⏺௨ୗ 
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௒ᅇの結果を、ࡲࢀࡇでに採集したヨᩱの放射性セシウム濃度のᖹᆒ（第 8 ❶ 3.12 をཧ

↷）と比㍑すると、ᴫࡡῶᑡとࡗ࡞ているࡀ、ୗࡆṆࡾࡲのഴྥで࠶る。Ỉ生᪻⹸はイワࢼ

るⴠ葉とࢀࡉࡽたࡶࡽ࠿たỈ生᪻⹸は୺に㝣ᇦࡲ。ているࡗ࡞῱ὶ㨶の㣵と࡝࡞ヤマ࣓ࡸ

῱ὶᇦで生⫱する⸴㢮を㉳※にした㣵を฼用している。Ỉ生生≀の放射性セシウム濃度ࡀ

ୗࡆṆࡗࡲているといࡇ࠺とは、῱ὶ㨶の濃度ࡶୗࡆṆࡗࡲていࡃと⪃ࢀࡽ࠼る。 
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7.10.� 野生山菜の放射性セシウム 

 

（㸯）┠的 

野生山菜୰の放射性セシウム濃度はࡀࡁࡘࡽࡤ大ࡃࡁ、生⫱ᆅの放射性セシウム㔞ࡅࡔ

ではㄝ᫂ࡀでࡎࡁ、経年変化ࡶ一ᵝでは࡞い。ᐇែの的☜࡞ᢕᥱࡀ㔜せで࠶るࡇとࡽ࠿、放

射性セシウム（Cs-137）濃度の経年変化を 2012～2016 年度に福島┴ෆでㄪࢀࡽ࡭た個体（群）

（清野・赤間 2018）の୰ࡽ࠿、生ែ的≉ᚩ➼ࡽ࠿ㄪᰝの⥅⥆に㐺した 9 種、20 個体を㑅ࡧ、

原๎的にྠ一個体（群）ࡽ࠿ヨᩱを採取して、種ごとの Cs-137 濃度の᭱新の変化を᫂࠿ࡽ

にした。࠾࡞、≀⌮Ꮫ的༙ῶ期 2 年の Cs-134 は、㛗期的には放射⬟ởᰁ࡬のᐤ୚ࡀᑠࡉい

ため、ᮏㄪᰝでは対㇟እとした。 

 

（㸰）ㄪᰝ᪉ἲ 

2020 年 8 月に福島┴ᕝෆᮧ三ツ石、金山ࡧࡼ࠾福島┴大玉ᮧでコシアブラ 5、タラノキ

2、フキ 3、ヨモギ 2、ゼンマイ 3、イタドリ 1、ヤマドリゼンマイ 2、ウド 1、ワラビ 1 個

体ࡽ࠿展開したᙜ年茎葉を採取した。ྠ一個体（群）ࡽ࠿採取したࡀ、ᯤṚ࡝࡞にࡗࡼて

個体の☜ㄆࡀで࡞ࡁいሙྜには近ഐに生⫱している個体を新た࡞ㄪᰝの対㇟とした（2019

年度ࡽ࠿金山のウド、2020 年度ࡽ࠿大玉のタラノキ）。検体は⇕㢼஝⇱ჾで 75℃、48 ᫬

間௨ୖで஝⇱ࡏࡉ、㔜㔞を測ࡗた後、U-8 ᐜჾ（ᐜ㔞 100mL）ࡸ 0.7 L マリࢿリᐜჾにධ

ウム༙ᑟ体検ฟჾでࢽルマࢤ、ࢀ Cs-137 濃度を求めた。検体ࡀ 2012～2016 年度は新芽で

いて取ᚓしたデータでูに作成した展開茎葉/新࠾る研究ㄢ㢟にࡼたので、௚の経㈝にࡗ࠶

芽 Cs-137 濃度比（表 7.10.-1）を用い、8 月採取の検体濃度ࡽ࠿ 2020 年度の新芽濃度を推

定して比㍑した。Cs-137 濃度は 2016 年 9 月 1 ᪥をᇶ‽᪥にῶ⾶⿵ṇした。࠾࡞、ୖグの

ㄪᰝᆅ௨እにࡶ近㞄ᕷᮧを㋃ᰝし、ㄪᰝྍ⬟࡞ヱᙜ野生山菜の☜ㄆを⾜い、㐺ᐅࡽࢀࡑヨ

ᩱᮌの఩⨨᝟ሗをࣁンデ࢕ GPS にࡾࡼ取ᚓ、グ㘓した。 

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

野生山菜の新芽の Cs-137 濃度は、ከࡃの種、個体で 2016 年度ࡲでの経年的పୗഴྥࡀ

2016～2020 年度の間ࡶ⥆いているࡇとࡀศࡗ࠿た。ࡲた、ࡲࢀࡇでは濃度の経年的పୗഴ

た。一᪉、2019ࢀࡉㄆ☜ࡀ濃度のపୗࡶたワラビでࡗ࠿࡞᫂░でࡀྥ 年度のㄪᰝで一᪦濃

度のపୗࡀぢࢀࡽたコシアブラࡸヤマドリゼンマイでは、௒年度はୖ᪼する個体ࡀぢࢀࡽ

た2019、࠿࡯ 年度ࡲでは経年的పୗഴྥࡀ☜ㄆࢀࡉていたイタドリ᪼ୖࡶしていた（図

7.10.-1）。大玉の山菜は௚のᆅᇦࡶࡾࡼపい್で推⛣していたࡀ、タラノキにࡘいては三ツ

石の個体ࡀ大玉の個体とྠ⛬度࠿ୗᅇる࠺ࡼにࡗ࡞てࡁている。 

௨ୖの࠺ࡼに、野生山菜の放射性セシウム濃度は、一㒊の種では経年変化のഴྥࡀ近年変

化している࠺ࡼでࡾ࠶、ഴྥのุ᩿に観察の⥅⥆ࡀᚲせで࠶る。 
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表 7.10.-1  野生山菜 9 種の展開茎葉/新芽 Cs-137 濃度比 

 
2012～2019 年度採取検体で作成。個体（群）ごとに求めた比を種ごとに集計。 

 

 

図 7.10.-1  野生山菜 9 種の新芽 Cs-137 濃度の経年変化 

シンボルは観察個体（群）の違いを示す。赤：三ツ石、黒：金山、青：大玉。2012〜2016 年度

は春に採取した観測結果、2019〜2020 年度は 8 月に採取した観測データを元に展開茎葉/新芽

 

引用文献 
清野嘉之・赤間亮夫（2018）野生山菜の放射性セシウム濃度：福島第一原発事故後の経年的

トレンド. 関東森林研究 69-1:109–110 

  

Mean SD n
コシアブラ 0.65 0.23 16
タラノキ 0.56 0.24 7
フキ 2.25 1.25 14
ヨモギ 1.62 0.92 4
ゼンマイ 0.58 0.24 7
イタドリ 0.37 0.24 6
ヤマドリゼンマイ 0.44 0.21 4
ウド 0.37 0.18 2
ワラビ 0.65 0.05 2

種名
展開茎葉/新芽

137Cs濃度比

Cs-137 濃度比で推定した結果を用いている。直線は観察期間を通じた濃度変化の対数近似線。 
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7.11.� ヲ⣽ㄪᰝⅠを⿵᏶する放射性セシウム⵳✚㔞ㄪᰝ 

 

（㸯）┠的 

一⯡化するࡾࡼた結果をࢀࡽᚓࡽ࠿でのヲ⣽ㄪᰝⅠ（森林ෆ放射性≀㉁ศᕸㄪᰝ）ࡲࢀࡇ

ため、2011 年度ࡽ࠿ 2016 年度ࡲでㄪᰝをᐇ᪋していた福島┴ྈぢㄪᰝᆅのࢫギ林（林野ᗇ, 

2017㸹ཧ⪃文献 1）のᶞᮌとᅵተにࡅ࠾る放射性セシウムのศᕸᐇែをㄪᰝした。 

 

（㸰）ㄪᰝᆅのᴫἣ 

2011 年度ࡽ࠿ 2016 年度ࡲでẖ年⥅⥆ㄪᰝを⾜ࡗていたྈぢヨ㦂ᆅ（福島┴༡఍ὠ㒆ྈぢ

⏫ᕸἑ：఍ὠ森林⟶⌮⨫༡఍ὠᨭ⨫⟶ෆ᮰ᯇ山ᅜ᭷林 1003 林⌜࠿ ࢃ、1 5 ᑠ⌜）のࢫギ林

をㄪᰝした（図 7.11.-1）。ᮏㄪᰝᆅは原発ࡽ࠿ 134 km に఩⨨し、47 年生のࢫギ林で࠶る。 

 

（㸱）ㄪᰝ᪉ἲ 

2011 年度ࡽ࠿ 2016 年度ࡲでᐇ᪋していたㄪᰝとྠじ⠊ᅖに 30 m×70 m のࢵࣟࣉトを作

成し、ヲ⣽ㄪᰝⅠに‽じて✵間線㔞⋡を測定、ᶞᮌ、ᑠᚄᮌ、林ᗋ᳜生、ⴠ葉ᒙཬࡧᅵተの

ヨᩱ採取、ヨᩱㄪᩚ、放射性セシウム濃度測定を⾜ࡗた。ᶞᮌヨᩱ（ࢫギ 3 ᮏ）は 2020 年

9 月 14 ᪥～15 ᪥、✵間線㔞⋡の測定とⴠ葉ᒙཬࡧᅵተヨᩱの採取は 2020 年 9 月 10 ᪥に⾜

た。放射性セシウム濃度（Cs-134 + Cs-137）はࡗ 2020 年 9 月 1 ᪥をᇶ‽としてῶ⾶⿵ṇし

た。ࡲた、比㍑に用いた 2011～2016 年度の್はྛ年の 9 月 1 ᪥をᇶ‽᪥としている。Cs-

134 ୙検ฟのሙྜはヲ⣽ㄪᰝⅠとྠᵝ、2011ࡀ 年 3 月 15 ᪥᫬Ⅼの Cs-134 濃度と Cs-137 濃度

の比を 1：1 とし（Buesseler et al., 2011㸹ཧ⪃文献 2）、≀⌮Ꮫ的༙ῶ期を用いたῶ⾶にᇶ࡙

たࢀࡉ⟭計、ࡽ࠿推定ᘧ࡞ㄽ的⌮ࡃ Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の比を用いて、ྛ年 9 月 1 ᪥

᫬Ⅼの Cs-137 濃度ࡽ࠿ Cs-134 濃度を推定した。 

 

 

図 7.11.-1� ྈぢヨ㦂ᆅにࡅ࠾るㄪᰝᆅⅬ。ᆅ⌮㝔ᆅ図（ᅜᅵᆅ⌮㝔）をຍᕤして作成。 
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（㸲）結果ཬࡧ⪃察 

ㄪᰝ林ศの✵間線㔞⋡は、ᆅୖ㧗 1 m で 0.07 μSv/h、ᆅୖ㧗 10 cm で 0.08 μSv/h（n = 32）

でࢀࡒࢀࡑ、ࡾ࠶๓ᅇㄪᰝを⾜ࡗた 2016 年度の測定್ࡽ࠿ 0.01 μSv/h పୗした。し࠿し、

✵間線㔞⋡測定のᶆ‽೫ᕪࡀ 0.01～0.02 μSv/h で࠶るࡇとを⪃៖すると、✵間線㔞⋡の್は

๓ᅇㄪᰝ᫬࡯ࡽ࠿と࡝ࢇ変化してࡎࡽ࠾、ᙜㄪᰝ林ศの✵間線㔞⋡は事故௨๓のレ࣋ルに

 。るࢀࡽ࠼⪄㐩したとࡰ࡯

� 㒊఩ูの放射性セシウム濃度のᖹᆒ್をぢると、2020 年度のᯞ葉、ᶞ⓶、ᮦの放射性セ

シウム濃度は๓ᅇㄪᰝを⾜ࡗた 2016 年度の測定結果ࡶࡾࡼ濃度ࡀపୗしていた（図 7.11.-

2）。葉ཬࡧᯞでは 2011 年度௨㝆ẖ年濃度ࡀపୗして2020、ࡾ࠾ 年度ࡑࡶのഴྥࡀ⥅⥆して

いた。ᶞ⓶の放射性セシウム濃度にࡘいて2011、ࡶ 年度௨㝆ῶᑡഴྥࡀぢࢀࡽるࡀ、ᯞ葉

と比㍑すると⦆࠿ࡸに濃度ࡀῶᑡしているࡇとࡀ☜ㄆࢀࡉた。一᪉、ᮦの放射性セシウム濃

度には᫂░࡞ቑῶのഴྥはぢࡗ࠿࡞ࢀࡽた。ࡇࡇで、2020 年度のヲ⣽ㄪᰝⅠの௚のࢫギ林ㄪ

ᰝᆅ（三ツ石、金山、大玉）のㄪᰝ結果と比㍑すると、ᆅୖ㒊の㒊఩ูの放射性セシウム濃

度では、ᶞ⓶ࡶ᭱ࡀ㧗い濃度を示すࡇとは඲てのㄪᰝᆅでඹ通でࡗ࠶た。 

� ᑠᚄᮌの葉の放射性セシウム濃度は 0.064 kBq/kg、ᯞは 0.012 kBq/kg でࡾ࠶、葉の濃度の

᪉ࡀ㧗ࡗ࠿た。林ᗋ᳜生の放射性セシウム濃度は 0.24 kBq/kg でࡾ࠶、ᑠᚄᮌの葉ࡶࡾࡼ㧗

い್を示した。 

2020 年度のⴠ葉ᒙの濃度は、๓ᅇㄪᰝ᫬ࡽ࠿⥅⥆してపୗし、ᅵተ 0-5 cm の濃度ࡶῶᑡ

していた。῝ࡉ 5 cm ௨῝のᅵተの放射性セシウム濃度にࡘいてࡶ、๓ᅇㄪᰝ᫬ࡽ࠿ῶᑡし

ていた。ⴠ葉ᒙでは、2011 年度ࡽ࠿ 2015 年度にࡅ࠿て඲ㄪᰝ㒊఩の୰で᭱ࡶ㧗い放射性セ

シウム濃度を示したࡀ、᫬間の経㐣ととࡶに濃度ࡀῶᑡしていた。一᪉、ᅵተ 0-5 cm では

ᚎࠎに濃度ࡀቑຍし、2016 年度にはᅵተ 0-5 cm 㧗い放射性セシウム濃ࡶ඲㒊఩の୰で᭱ࡀ

度でࡗ࠶た。2020 年度のᅵተ 0-5 cm の放射性セシウム濃度2016、ࡶ 年度とྠᵝ、඲㒊఩の

୰で᭱ࡶ㧗い放射性セシウム濃度を示した。ୖ㏙のᅵተ 0-5 cm ㄪ࠺㧗いといࡀ濃度ࡶ᭱ࡀ

ᰝ結果は、ヲ⣽ㄪᰝⅠの三ツ石ࡧࡼ࠾大玉のࢫギ林ㄪᰝᆅとྠじで࠶る。一᪉、ヲ⣽ㄪᰝⅠの

金山ࢫギ林では、ⴠ葉ᒙࡀ඲㒊఩の୰で᭱ࡶ㧗い್を示してࡾ࠾、ሙᡤにࡗࡼてࡇの࡞࠺ࡼ

違いࡀ生じたせᅉを᫂࠿ࡽにするためのㄪᰝを⥅⥆するᚲせ࠶ࡀる。 

2011 年度ࡽ࠿ 2014 年度ࡲでの放射性セシウム⵳✚㔞のศᕸ๭ྜは、葉、ᯞ、ᶞ⓶、ⴠ葉

ᒙでపୗし、ᅵተでቑຍするഴྥࡀぢࢀࡽた（図 7.11.-3、表 7.11.-1）。2015 年度௨㝆ྠࡶᵝ

のഴྥࡀぢࢀࡽた2014、ࡀ 年度௨๓と比㍑するとศᕸ๭ྜの変化はᑠࡉいࡶのでࡗ࠶た。

た、森林に㝆ୗした放射性セシウムのࡲ 9 ๭௨ୖࡀᅵተに⵳✚しているࡇとࡀ☜ㄆࢀࡉた。

2020 年度のヲ⣽ㄪᰝⅠの௚のࢫギ林ㄪᰝᆅの放射性セシウムศᕸ๭ྜと比㍑すると、඲ての

ギ林で放射性セシウムのࢫ 9 ๭௨ୖࡀⴠ葉ᒙཬࡧᅵተに⵳✚しているとい࠺Ⅼࡀඹ通して

いた。 

ୖ㏙の௒年度のㄪᰝ結果のഴྥにࡘいて௨ୗにࡲとめると、㸯）原発事故後ึ期᫬と比㍑

し、ྈぢヨ㦂ᆅのࢫギ林では㒊఩ูの放射性セシウム濃度ࡀ༑ศにୗࡾࡀ、㸰）森林ෆでの
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放射性セシウム⵳✚㔞のศᕸࡶ๓ᅇㄪᰝを⾜ࡗた 2016 年度࡯ࡽ࠿と࡝ࢇ変化してࡎࡽ࠾、

Ᏻ定しているࡇとࡀศࡗ࠿た。 

 

ཧ⪃文献 

1㸬 林野ᗇ（2017）ᖹ成 28 年度  森林ෆの放射性≀㉁のศᕸ≧ἣㄪᰝ結果にࡘいて

http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/jyosen/H28_jittaihaaku_kekka.html 

2㸬 Buesseler K, Aoyama M, Fukasawa M (2011) Impacts of the Fukushima Nuclear Power Plants on 
marine radioactivity. Environmental Science & Technology45：9931-9935 
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図 7.11.-2� ྈぢࢫギ林にࡅ࠾る㒊఩ูの放射性セシウム濃度 

ᶓᲬとㄗᕪᲬはࢀࡒࢀࡑᖹᆒ್とᶆ‽೫ᕪを表す。ྛ㒊఩のᖹᆒ್（kBq/kg、᭷ຠ数Ꮠ 2 ᱆）

をᶓᲬのྑに示し、௒年度の測定結果は青文Ꮠで表グした。 
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図 7.11.-3� ྈぢࢫギ林の放射性セシウム⵳✚㔞のศᕸ๭ྜ 

ᕥୖに放射性セシウムの༢఩㠃✚࠶たࡾ⵳✚㔞のྜ計（±ᶆ‽೫ᕪ）を示した。（ὀ）2015 年度

のㄪᰝ結果は┬␎。 

 

表 7.11.-1� 2011～2020 年度にࡅ࠾るྈぢࢫギ林ㄪᰝᆅの放射性セシウム⵳✚㔞の㒊఩ูศ

ᕸ๭ྜ 

 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

葉, 枝 17%, 4% 6%, 3% 3%, 2% 0.7%, 0.9% 1%, 0.7% 0.3%, 0.5% - - - 0.1%, 0.1% 

樹皮 2% 0.8% 0.4% 1% 0.3% 0.3% - - - 0.2% 

材 0.4% 0.2% 1% 0.2% 0.2% 0.2% - - - 0.3% 

落葉層 40% 18% 20% 11% 19% 8% - - - 7% 

土壌 37% 72% 73% 86% 78% 91% - - - 92% 
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ྈ
ぢ
ࢫ
ギ
林 

19±5 
kBq/m2 

 

23±11 
kBq/m2 

 

19±10 
kBq/m2 
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7.12.� ᖿᮦෆの放射性セシウム濃度ศᕸのᐇែᢕᥱ 

 

（㸯）┠的�  

ᖿᮦෆにࡅ࠾る放射性セシウム（Cs-137）濃度の༙ᚄ᪉ྥのศᕸは୙ᆒ一でࡾ࠶、≉にᚰ

ᮦෆのศᕸࣃターンはྠ一ᶞ種の個体間、ࡽࡉにはྠ一個体ෆのᶞᖿの఩⨨（ᆶ直᪉ྥ）に

。た（Ohashi et al. 2014, Ogawa et al. 2016, Ohashi et al. 2020）ࡁてࡗ࠿ࢃࡀとࡇる࡞␗ࡶてࡗࡼ

個体間ࡸ個体ෆのศᕸࣃターンの違いは、ᚰᮦの直ᚄྵࡸỈ⋡࡝࡞の違いにࡗࡼて生じて

いる࠺ࡼでࡾ࠶、ᚰᮦの直ᚄࡀ大ࡁいࡲ、࡝࡯たᚰᮦのྵỈ⋡ࡀపい࡝࡯、ᚰᮦෆの Cs-137

濃度は㧊にྥࡅてప࡞ࡃるഴྥࡀぢࢀࡽる（Ohashi et al. 2020）。し࠿し、᫬間の経㐣ととࡶ

にᚰᮦෆഃ（㧊௜近）の Cs-137 濃度ࡀᚰᮦእഃとྠ⛬度にࡲでቑຍするࡇとࡀ示၀ࢀࡉて

いるࡇとࡽ࠿（Ogawa et al. 2016）、ᖿᮦෆの Cs-137 のືែࡀᖹ⾮≧ែに㐩するࡲで Cs-137

のᚰᮦෆഃ࡬の⛣⾜ࡀ㐍ࡴ（ᚰᮦの Cs-137 濃度ࡀቑຍする）ྍ⬟性࠶ࡀる。᫬間の経㐣と

とࡶに Cs-137 のᚰᮦෆഃ࡬の⛣⾜ࡀ㐍࠿࠺࡝࠿ࡴを☜࠿めるࡇとは、ᖿᮦのᑗ᮶の Cs-137

ởᰁをṇ☜にぢ通すୖで㠀ᖖに㔜せで࠶る。 

2014 年度にㄪᰝを⾜ࡗた᫬Ⅼでは、三ツ石ࢫギではᚰᮦෆഃの Cs-137 濃度はᚰᮦእഃと

ྠ⛬度でࡗ࠶たࡀ、金山ࢫギࡸ金山࢝ラマツではᚰᮦෆഃの Cs-137 濃度はᚰᮦእഃに比࡭

て 1/10 ⛬度と㠀ᖖにపࡗ࠿た（Ohashi et al. 2020; 図 7.12.-1）。ᮏㄪᰝでは、2014 年度のㄪ

ᰝ個体とྠ一ㄪᰝᆅのྠ⛬度のࢧイࢬの個体に࠾いて Cs-137 濃度の༙ᚄ᪉ྥศᕸをㄪ࡭、

のࡇ 6 年間で Cs-137 のᚰᮦෆഃ࡬の⛣⾜ࡀ㐍࠿࠺࡝࠿ࡔࢇを᫂࠿ࡽにするࡇとを┠的とし

た。 

 

（㸰）ㄪᰝ᪉ἲ 

三ツ石ࢫギ、金山ࢫギཬࡧ金山࢝ラマツを 2 個体ࡘࡎఆಽし、෇ᯈヨᩱをᆅୖ㧗 1 m ࡼ

採取した。෇ᯈは㎶ᮦ㸫ᚰᮦቃ⏺をᇶ‽として༙ᚄ᪉ྥࡾ 2 cm ẖにศ๭した。෇ᯈの➃で

༙ᚄ᪉ྥ 1 cm ᮍ‶の㒊ศࡀ生じたሙྜは㞄᥋するヨᩱにྵめ、༙ᚄ᪉ྥ 1 cm ௨ୖ 2 cm ᮍ

‶の㒊ศࡀ生じたሙྜは⊂❧したヨᩱとしてᢅࡗた。ࡲた、ࢫギでは㎶ᮦとᚰᮦの間の⛣⾜

ᮦ（ⓑ線ᖏ）ࡀ᫂░で༙ᚄ᪉ྥ 1 cm ⛬度ࡗ࠶たため、⛣⾜ᮦを⊂❧したヨᩱとしてᢅࡗた。

ศ๭したᖿᮦヨᩱは࢕ࢸࢵ࢝ン࣑ࢢルで⢊○し、ᜏ ჾで஝⇱ࡏࡉた後、マリࢿリᐜჾに඘

ሸした。ヨᩱ୰の Cs-137 濃度（105℃஝⇱㔜㔞࣋ーࢫ、ῶ⾶⿵ṇ᪥ 2020 年 9 月 1 ᪥）は、

 。て求めたࡗࡼト࣓ࣟトリἲにࢡ࣌ࢫンマ線࢞ウム༙ᑟ体検ฟჾを用いたࢽルマࢤ

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

ᖿᮦෆの Cs-137 濃度は、三ツ石ࢫギཬࡧ金山ࢫギではᚰᮦእഃࡶしࡃはᚰᮦෆഃに࠾い

て、金山࢝ラマツでは㎶ᮦに࠾いて᭱ࡶ㧗ࡗ࠿た（図 7.12.-2）。2014 年度のㄪᰝでは、三ツ

石ࢫギཬࡧ金山࢝ラマツにࡘいてはྠᵝの結果でࡗ࠶たࡀ、金山ࢫギにࡘいては Cs-137 濃

度は㎶ᮦࡶしࡃは⛣⾜ᮦに࠾いて᭱ࡶ㧗ࡗ࠿たため（図 7.12.-1）、金山ࢫギではࡇの 6 年間
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でᚰᮦの Cs-137 濃度ࡀ┦対的に㧗ࡗ࡞ࡃたࡇと࠿ࢃࡀる。ࡇの結果は、ヲ⣽ㄪᰝⅠでᚓࢀࡽ

ている2014ࠕ 年度௨㝆のᚰᮦの Cs-137 濃度は三ツ石ࢫギでは変化࡞し、金山ࢫギではቑຍࠖ

とい࠺結果と一⮴する。 

ᚰᮦෆの Cs-137 濃度ศᕸは、三ツ石ࢫギでは 2014 年度とྠᵝに、ᚰᮦእഃࡽ࠿ෆഃに࠿

ラマ࢝金山ࡧギཬࢫた。一᪉、金山ࡗ࠶ターンでࣃ࠺㧗いといࡸࡸෆഃで、࠿ᆒ一ࡰ࡯てࡅ

ツでは、2014 年度はᚰᮦෆഃの Cs-137 濃度はᚰᮦእഃの 1/10 ⛬度と㠀ᖖにపࡗ࠿たࡀ、

2020 年度は⬚㧗直ᚄࡀ比㍑的ᑠࡉい個体ではᚰᮦእഃとྠ⛬度でࡗ࠶た。⬚㧗直ᚄࡀ比㍑

的大ࡁい個体では、౫↛としてᚰᮦෆഃのCs-137濃度はᚰᮦእഃの1/3～1/2⛬度とపいࡀ、

2014 年度ࡀ 1/10 ⛬度でࡗ࠶たࡇとを⪃࠼ると、ࡾ࡞࠿㧗ࡗ࡞ࡃたとゝ࠼る。 

௨ୖの結果は、金山ࢫギでは 2014 年度ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿て Cs-137 の㎶ᮦࡽ࠿ᚰᮦ࡬

の⛣⾜ࡀ㐍ࡽࡉ、ࡳにᚰᮦෆでࡶᚰᮦእഃࡽ࠿ᚰᮦෆഃ࡬の⛣⾜ࡀ㐍ࡇࡔࢇとを示၀して

いる。金山࢝ラマツでࡶᚰᮦእഃࡽ࠿ᚰᮦෆഃ࡬の⛣⾜ࡀ㐍ࡔࢇと⪃ࢀࡽ࠼る。一᪉、三ツ

石ࢫギでは 2014 年度の᫬Ⅼで᪤にᖿᮦෆの Cs-137 ືែࡀᖹ⾮≧ែにࡗ࡞ていたとゝ࠼る

いては、2020ࡘい個体にࡉ比㍑的ᑠࡀ㧗直ᚄ⬚、ࡶラマツで࢝金山ࡧギཬࢫ金山。࠺ࢁࡔ 年

度の᫬Ⅼでᖿᮦෆの Cs-137 ືែࡀᖹ⾮≧ែに近ࡗ࡞ࡃているࡇと࠼ࡀ࠿࠺ࡀる。金山ࢫギ

ཬࡧ金山࢝ラマツの⬚㧗直ᚄࡀ比㍑的大ࡁい個体では、2020 年度௨㝆ࡶ引ࡁ⥆ࡁᚰᮦእഃ

ᚰᮦの）ࡴ㐍ࡀ⾜⛣の࡬ᚰᮦෆഃࡽ࠿ Cs-137 濃度ࡀቑຍする）ྍ⬟性࠶ࡀるため、௒後ࡶ

ᖿᮦෆの Cs-137 ືែをὀどするᚲせ࠶ࡀる。 
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図 7.12.-1� 2014 年度᫬Ⅼのࢫギཬ࢝ࡧラマツのᖿᮦ（ᆅୖ㧗 1 m）にࡅ࠾る Cs-137 濃度

の༙ᚄ᪉ྥศᕸ（Ohashi et al. 2020 の Fig. 2 をᨵ変） 
◚線は㎶ᮦ㸫ᚰᮦቃ⏺、◚線ୖのⅬは⛣⾜ᮦ、ND は୙検ฟ（検ฟ㝈⏺್）を示す。 

 

 

図 7.12.-2� 2020 年度᫬Ⅼのࢫギཬ࢝ࡧラマツのᖿᮦ（ᆅୖ㧗 1 m）にࡅ࠾る Cs-137 濃度

の༙ᚄ᪉ྥศᕸ 
◚線は㎶ᮦ㸫ᚰᮦቃ⏺、◚線ୖのⅬは⛣⾜ᮦを示す。 
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7.13.� 放射性セシウム྾཰⬟ࡀ㧗い⳦᰿⳦࡬のᆅ表ฎ⌮のᙳ㡪のゎᯒ 

 

（㸯）┠的�  

福島┴東㒊の㜿Ṋ㝰山ᆅは、ࡘ࠿てはシイタࢣ原ᮌとして用いࢀࡽるコࢼラの一大⏘ᆅ

でࡾ࠶、原ᮌ林ᴗはඈ࠿る林ᴗとして成❧していた。コࢼラの྾཰᰿は⳦᰿と࿧ࢀࡤるඹ生

⳦㢮とのඹ生体にࡗ࡞てࡽࢀࡑ、ࡾ࠾の⳦㢮は⳦᰿⳦と࿧ࢀࡤている。ᅵተࡽ࠿㣴ศỈศを

྾཰するのはᑓࡽ⳦᰿⳦でࡾ࠶、コࢼラの᰿は⳦⣒ࡽ࠿㣴ศỈศをཷࡅ取ࡗている。⳦᰿⳦

にはࡁのࡇを作るࡶのࡀከいࡀ、⳦᰿⳦ࡁのࡇの放射性セシウム濃度はᮌᮦ⭉ᮙ⳦のࡁの

ࡀとࡇ࠺ࡲラにΏしてしࢼከい。⳦᰿⳦は྾཰した放射性セシウムをコࡀとࡇ㧗いࡾࡼࡇ

 。る࡞␗ࡾࡼの㔞は⳦᰿⳦の種㢮にࡑ、ࡀているࢀࡽ▱

⳦᰿⳦の種㢮は⎔ቃにࡾ࡞␗ࡾࡼ、ᆅ表のᨩ஘のᙳ㡪をᙉࡅཷࡃる。ࡑのためᮏㄪᰝでは、

ఆ採㊧ᆅで通ᖖのᆅᣛ࠼を⾜ࡗたሙᡤとᙉ度にᨩ஘したሙᡤとで⳦᰿⳦┦を比㍑し、コࢼ

ラの放射性セシウム（Cs-137）྾཰をᢚไするのに㐺したᆅ表ฎ⌮を᫂࠿ࡽにするࡇとを┠

的とした。 

 

（㸰）ㄪᰝ᪉ἲ 

⏣ᮧᕷ㒔㊰ᆅ༊のᶆ㧗 700 m ๓後の原ᮌコࢼラ林で、森林⤌ྜにࣃࡾࡼルࣉࢵࢳࣉ用ᮦ

として཰✭ࢀࢃ⾜ࡀた࠶と通ᖖのᆅᣛ࠼と෌㐀林ࢀࢃ⾜ࡀた林ศをㄪᰝᆅとして౑用した。

ᆅᣛ࠼は཰✭後にᆅ表の℺ᮌとࢧࢧをสࡾᡶい、林ෆにᖏ≧にሁ✚するࡇとにࡗࡼて⾜ࢃ

ࡡた㒊ศにᴫࢀࡉ㝖ཤࡀ࡝࡞ࢧࢧ、ࢀ 2-3 m にࡁ࠾ 1 m ⛬度のコࢼラⱑᮌ᳜ࡀ᱂ࢀࡉてい

た。 

ㄪᰝ用のⱑᮌは、ࡽࢀࡇとはูのコンࢼࢸⱑを᳜᱂した。2018 年⛅に森林⥲研ᵓෆで採

取したコࢼラ果ᐇࡽ࠿ JFR-150 コンࢼࢸで 1 年間⫱成した㧗ࡉ 10-15 cm ⛬度のࡶのを用い

た。ㄪᰝᆅෆにはᶆ㧗 720 m に 2 ⟠ᡤ、660 m に 1 ⟠ᡤのࢧブࢵࣟࣉトをタࢀࡒࢀࡑ、ࡅ 20

ᮏ、ྜ計 60 ᮏを᳜᱂した。᳜᱂᪥は 720 m ༊ࡀ 7 月 17 ᪥、660 m ༊ࡀ 8 月 11 ᪥で࠶る。

トはࢵࣟࣉブࢧྛ 10×20 m とし、༙ศをᙉ度ᆅᦋࡁ༊とした。ᙉ度ᆅᦋࡁ༊にࡘいてはⱑ

ᮌを᳜᱂するᆅⅬの࿘ᅖ 1 m ᅄ᪉にࡘいて᭷ᶵ≀ᒙと A ᒙୖ㒊をᦋࡁ取ࡾ、ᆅᣛ࠼ሁ✚≀

のୖに✚ࡔࢇ。対↷༊は➼㧗線にἢࡗて㞄᥋してタࡅた。 

ㄪᰝᆅෆ、ཬࡧ࿘㎶のఆ採ࢀࡉてい࡞い林ศにࡘいて、⳦᰿⳦の発生ㄪᰝを⾜ࡗた。 

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

ヨ㦂用に᳜᱂したコࢼラの⛶ⱑは、12 月 3 ᪥のㄪᰝ᫬にᶆ㧗 720 m ௜近の 2 ࣉブࢧのࡘ

ࢀࡉて୺᰿を㣗ᐖࢀ࠿ᢤࡁ引、ࡽ࠿ᇵᅵの⑞㊧ࢼࢸ඲てᾘኻしていた。コンࡀトの個体ࢵࣟ

たとぢࢀࡽ、㊊㊧ࡽ࠿イノシシにࡼる⿕ᐖと推定ࢀࡉた。ࡲた、㣗ᐖをཷࡅていࡗ࠿࡞たᶆ

㧗 660 m ௜近のࢧブࢵࣟࣉトでは、᳜᱂した⛶ⱑのࡕ࠺ᅵተฎ⌮を⾜ࡗ࠿࡞ࢃた対↷༊の

のはࡶ 10 月 22 ᪥の᫬Ⅼで඲てᯤṚしていた。一᪉でᙉ度ᆅᦋࡁ༊には生ࡁṧる個体ࡀぢ
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た。JFA-150ࢀࡽ コンࢼࢸで⫱成したコࢼラ 1 年生ᐇ生は、ᆅୖ㒊の㣗ᐖには⪏࠼て෌度発

芽するࢦ、ࡀボウ≧の୺᰿に㈓ⶶ㣴ศを⵳✚しているためイノシシᐖをᣍいたと⪃ࢀࡽ࠼

る。ࡲた、660 m の対↷༊でのᯤᦆは、コンࢼࢸⱑでは᰿⣔ࢧイࡀࢬᑠࡉいためᅵተỈศࡀ

Ᏻ定する A ᒙ・B ᒙに༑ศᒆいていࡗ࠿࡞た、ࡲたは஝⇱した᭷ᶵ≀ᒙにỈศをዣࢀࢃた

ためでは࡞い࠿と⪃ࢀࡽ࠼る。 

⳦᰿⳦┦を཯ᫎしていると⪃ࢀࡽ࠼る⳦᰿性ࡁのࡇ┦にࡘいては、6, 7, 8, 10 月にㄪᰝを

௧࿴、ࡀたࡗ⾜ 2 年はㄪᰝᆅእのኳ↛林でࡶᴟめて୙作でࡾ࠶、ㄪᰝᆅෆでは⳦᰿性ࡁのࡇ

の発生࡯ࡀと࡝ࢇぢࡗ࠿࡞ࢀࡽた。⳦᰿⳦┦をࡁのࡽ࠿┦ࡇ推定するのには㝈⏺࠶ࡀるࡇ

とࡽ࠿、⳦᰿ࡽ࠿直᥋ᢳฟした DNA にࡼる推定を⾜ࡇ࠺とࡀᮃࡲしい。 

 

図 7.13.-1 ヨ㦂ᆅ఩⨨図 ⏣ᮧᕷ㒔㊰ᆅ༊Ⲷ⏣� � � ෗┿ 7.13.-1 ᙉ度ᆅᦋࡁฎ⌮༊᳜᱂ⱑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

෗┿ 7.13.-2, 3 ㄪᰝᆅእのᮍఆ採林ศで発生したࢽ࣋タࢣᒓ(Russula sp.)⳦᰿性ࡁのࡇ、ᕥࡀ

る。ㄪᰝᆅෆでࢀࡽに㑄⛣の㐍⾜した林ศでぢࡶツ。とࣁシࣟࡀྑ、ࢣタࢽ࣋イコ࢜ࢽ

は観察ࡗ࠿࡞ࢀࡉた。 
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7.14.� ฟỈ᫬にὶฟするᠱ⃮≀㉁୰の放射性セシウム濃度 

 

（㸯）┠的�  

放射性セシウムのከࡀࡃ森林ෆにとࡾࡲ࡝、森林ࡽ࠿ὶᇦእにὶฟする放射性セシウム

は㠀ᖖにᑡ࡞いࡇとࡗ࠿ࢃࡀてࡁた。一᪉で、ࡇࡇ数年、 ᬮ化にࡾࡼᴟ➃に大࡞ࡁฟỈࡀ

ྛᆅで発生してࡾ࠾、福島┴でࡶ、௧࿴元年ྎ㢼 19 ྕでは⥲㞵㔞 300mm を㉸࠼る大㞵と

とを୙Ᏻにᛮࡇᣑᩓするࡽ࠿森林ࡀて放射性セシウムࡗࡼฟỈに࡞➃したᴟ࠺ࡇ。たࡗ࡞

、ࡀる࠶ࡀ✚いては▱ぢの集ࡘᠱ⃮≀㉁濃度の変ືにࡸከい。ฟỈ᫬のὶ㔞ࡶているᕷẸࡗ

放射性セシウム濃度に関する▱ぢはᑡ࡞い。ࡇࡑで、ᮏ研究ではฟỈ᫬にὶฟするᠱ⃮≀㉁

の放射性セシウム濃度の≉ᚩを᫂࠿ࡽにするࡇとを┠的とした。たࡔし、結果として大࡞ࡁ

ฟỈࡗ࠿࡞ࡀたため、ᠱ⃮≀㉁୰の放射性セシウム濃度と⢏ᚄとの関ಀにࡘいて検ウした。 

 

（㸰）ㄪᰝ᪉ἲ 

ㄪᰝはⲈᇛ┴石ᒸᕷの⟃Ἴඹྠヨ㦂ᆅෆの⌮Ỉヨ㦂ᆅで⾜ࡗた。⌮Ỉヨ㦂ᆅは、ὶᇦ㠃✚

3.79 ha、ᶆ㧗 290～390 m、ᆅ㉁は黒㞼ẕ∦㯞ᒾ（ࡑのୖに関東ࣟームࡀ⿕そ）、林ἣはᑿ᰿

㒊にコࢼラを୺とするᗈ葉ᶞ林、ࢀࡑ௨እはࢫギ、ࣄノキேᕤ林で࠶る（森林⥲ྜ研究ᡤ

2021）。ᠱ⃮≀㉁は、ὶᇦᮎ➃௜近の῱ὶのὶ㊰ෆに㟼⨨した、ࢸࢫンレࢫ〇のᐜჾ（ᴫࡡ

㛗ࡉ 20 cm、ᖜ 10 cm、㧗ࡉ 5 cm）に⁀ࡗࡲたࡶのを、2020 年 4 月 14 ᪥ࡾࡼ月 1 ᅇの㢖度

でᅇ཰した。研究ᐊにᣢࡕᖐ2000、ࡾ µm、212 µm、63 µm の⠠を用いてᣦでᅵ⢏Ꮚをࡄ࡯

しࡽࡀ࡞、‵ᘧで⢏ᚄを༊ศした。࠾࡞、᭷ᶵ㉁をྵࡴ≧ែをಖࡘࡘࡕ⢏ᚄを༊ศするため、

㐣㓟化Ỉ⣲にࡼる᭷ᶵ≀ศゎ࣊ࡸキ࣓ࢧタリン㓟ࢼトリウム➼のศᩓ๣ᢞධはᐇ᪋してい

い。75℃で࡞ 24 ᫬間௨ୖ஝⇱ࡏࡉて㔜㔞（ࡑࡼ࠾ 2～15㹥）を測定した後、඲㔞を U-8 ᐜ

ჾにワめ、ࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾを用いて Cs-137 濃度を測定した。 

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

ᠱ⃮≀㉁の Cs-137 濃度は、⢏ᚄごとに違いࡗ࠶ࡀた（図 7.14.-1）。2000 µm ௨ୖと 2000

～212 µm の Cs-137 濃度は 100 Bq/kg を㉸࠼るࡇとࡗ࠿࡞ࡀた。212～63 µm の Cs-137 濃度

はᴫࡡ 200～400 Bq/kg を、63µm ௨ୗの Cs-137 濃度はᴫࡡ 400～900 Bq/kg を示した。ᠱ⃮

≀㉁の⢏ᚄࡀ⣽࡞ࡃ࠿る࡝࡯、Cs-137 濃度ࡀ㧗いഴྥࡀ 6 ᅇศのヨᩱにඹ通していた。セ

シウムは㞼ẕࣂࡸー࣑キࣗライト࡝࡞の⢓ᅵ㖔≀に࠶るフレイドウࢧࢪࢵ࢙イトにᙉຊに

ᅛ定ࢀࡉるࡇとࢀࡽ▱ࡀてࡾ࠾、⣽⢏࡞⏬ศ࡝࡯ Cs-137 濃度ࡀ㧗ࡗ࡞ࡃたと⌮ゎࢀࡉる。 

� ௒年度、大ྎ࡞ࡁ㢼の᥋近ୖࡸ㝣ࡗ࠿࡞ࡀたため、大つᶍ࡞ฟỈ᫬のᠱ⃮≀㉁を採集する

るᠱ⃮≀㉁୰のࡅ࠾た。大つᶍฟỈ᫬にࡗ࠿࡞ࡁでࡀとࡇ Cs-137 濃度の変ື≉性を᫂࠿ࡽ

にするため観測を⥅⥆するᚲせ࠶ࡀる。 
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図 7.14.-1� 森林ὶᇦࡽ࠿ὶฟするᠱ⃮≀㉁の⢏ᚄูの Cs-137 濃度の変化 
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